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■
父
に｢

広
報
ち
と
せ
は
字
が

多
い
。
読
む
の
に
１
時
間
も
か

か
っ
た
ぞ
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

そ
こ
で
今
月
の
特
集
は
写
真
や

絵
を
大
き
く
し
て
文
章
を
減
ら

し
分
か
り
や
す
い
構
成
に
し
ま

し
た
。
皆
さ
ん
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。
そ
し
て
父
上
、
今
月
は

何
分
か
か
り
ま
し
た
か
？

■
１
年
を
振
り
返
る
時
期
に
な

り
ま
し
た
。
年
の
初
め
に
立
て

た
目
標
、
覚
え
て
い
ま
す
か
？

１
月
の
広
報
で
立
て
た
私
の
目

標
は
「
料
理
に
挑
戦
」
で
す
が
、

未
だ
達
成
で
き
ず
…
。
目
標
を

達
成
で
き
て
い
な
い
皆
さ
ん
、

ま
だ
１
か
月
あ
り
ま
す
。
い
っ

し
ょ
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

　

 

10
月
31
日
～
11
月
７
日
。「
チ

ト
セ
市
民
芸
術
祭
」
が
市
民
文
化

セ
ン
タ
ー
な
ど
で
行
わ
れ
、
菊
花

や
染
め
織
物
な
ど
の
芸
術
作
品
が

並
び
ま
し
た
。
３
日
に
は
民
謡
や

フ
ラ
メ
ン
コ
な
ど
の
舞
台
公
演
、

煎
茶
会
が
行
わ
れ
、
来
場
者
は
芸

術
の
秋
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

 

11
月
７
日
。
国
際
感
覚
を
育

て
る
こ
と
を
目
的
に
「
英
語
暗
唱

コ
ン
テ
ス
ト
」
が
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
出
場
し

た
39
人
は
、
千
歳
の
自
然
な
ど
に

関
す
る
内
容
の
英
文
を
暗
唱
し
、

堂
々
と
発
表
し
ま
し
た
。

　

 

11
月
13
日
。「
音
楽
ま
つ
り
」

が
市
民
文
化
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
市
内
の
中
学
生
や
陸
上

自
衛
隊
の
音
楽
隊
、
千
歳
機
甲
太

鼓
、
千
歳
沖
縄
ク
ラ
ブ
が
繰
り
広

げ
る
迫
力
あ
る
演
奏
に
、
来
場
者

は
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

 

11
月
21
日
。
市
民
団
体
と
市

の
協
働
事
業
「
男
性
の
料
理
教
室
」

が
市
民
文
化
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
20
～
80
歳
代
の
参
加
者

20
人
が
洋
菓
子
職
人
の
指
導
で
ブ

ッ
シ
ュ
ド
ノ
エ
ル
づ
く
り
に
挑
戦
。

プ
ロ
の
技
と
味
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

 

埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
で
は
、

平
成
23
年
２
月
13
日
ま
で
企
画
展

「
展
望　

千
歳
ア
イ
ヌ
文
化
」
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
来
館
者
は
、

ア
イ
ヌ
の
儀
式
や
生
活
に
使
う
道

具
な
ど
、
め
ず
ら
し
い
展
示
品
を

興
味
深
く
見
学
し
て
い
ま
し
た
。
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　今月の表紙
今日はひと足早いクリスマス

会。サンタさんの帽子をかぶ

った子どもたちのクラッカー

の音で賑やかなパーティーが

始まります。ケーキを囲み、

みんなで歌ったり、遊んだり。

楽しい一日を過ごします。
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5
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■
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス http://www.city.chitose.hokkaido.jp/

■
印　

刷
／
千
歳
印
刷
株
式
会
社

(22)

■
こ
の
広
報
は
再
生
紙
と
大
豆
イ

ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

■
視
覚
に
障
が
い
の
あ
る
方
用
の

「
音
訳
」「
点
訳
」の
広
報
も
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、 

　

３
９
２
１
ま
で
。

(27) （撮影：千歳科学技術大学写真部）
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首首飾り 行
ほ か い

器

県人会でふるさとを語り合おう!


